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９課 罪、福音、律法 
5 月 30 日 

 

安息日午後 5 月 23 日 
  

暗 証 聖 句  

わたしはあなたの命令をとこしえに忘れません/それによって命を得させて
くださったのですから。わたしはあなたのもの。どうかお救いください。あな
たの命令をわたしは尋ね求めます。(詩編 119:93、94、新共同訳) 

わたしは常にあなたのさとしを忘れません。あなたはこれをもって、わたし
を生かされたからです。わたしはあなたのものです。わたしをお救いくださ
い。わたしはあなたのさとしを求めました。(詩篇 119:93、94、口語訳) 

今週の聖句  

士師記 14 章、マルコ 9:42～48、ローマ 3:20、マタイ 5:17、18、ローマ 3:28、 
マタイ 7:24～29 

今週のテーマ  

間違いなく、罪は、神との親しい関係を妨げる最大の障害です。罪は、現時点に
おいて私たちを神から隔てるだけでなく(イザ 59:2)、私たちを欺き、傷つけ、むしば
み、最終的には滅ぼします。罪や利己心との戦いは、私たちが直面する最大の戦
いであり、計り知れない、かつ永遠に及ぶ影響を伴います。 

罪を人生の一部分にすぎないと片づける人もいます。結局のところ、快楽にふ
けるのは人間の本性だというのです。しかし、社会が罪を当たり前のこととして受
け入れているために、私たちは罪を軽く見ていないでしょうか。罪という話題を避
けたり、罪をありのままに罪と呼べば、だれかを傷つけるのではないかと恐れたり
することがあり得ます。そして結局のところ、罪を許容して生きようとすればするほ
ど、神との健全な関係から遠ざかってしまいます。 

確かに、すべての人が罪を犯し、私たちの考え、動機、行動、言葉は、ほかの
人、自分自身、そして神を傷つけます。最終的に、罪は神との関係を破壊します
が、神はご自身の律法を知ることを通して、ご自身を私たちに啓示されました。律
法は私たちの人生に潜む罪を明らかにします。 

今週は、神が律法を与えられた理由と、神の律法を破り、罪を犯したときに、神
との関係を回復するために何が、あるいは誰が助けとなるかを探ります。 
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日曜日 5 月 24 日  気晴らしと誘惑 

 
問１ サムソンの誘惑について、士師記 14 章と 16:1、4、16、17 を読んでください。特

別な目的のために神に召されたサムソンでしたが、誘惑に屈しながらも神に仕
えました。彼の人生の結末は、私たちにどんなことを教えているでしょうか。 

 

大争闘は現実であり、私たちはみな、その戦いに巻き込まれています。天で始
まったこの宇宙的な戦いは、今、私たち１人ひとりの人生の中でも繰り広げられて
いるのです。 

サタンは、イエスが来られる直前のこの時代に、私たちが神と親しい関係を持た
ないようにするために、あらゆる手段を尽くすべきことを知っています。もしかした
らあなたは、それ自体は必ずしも悪いことではなくても、あまりにも多くの時間や
エネルギーを奪い、神にささげるものがほとんど残らなくなるような何かに気を取
られているかもしれません。それは、仕事、ソーシャル·メディア、買い物、スポー
ツ、あるいは食べ物なのかもしれません。自分自身のことをよく考えると、私たち
は先に挙げたものの過度の消費やバランスの欠如によって、神と他者のための時
間をほとんどなくしてしまうことに気づきます。敵は、私たち１人ひとりの弱点や、神
と過ごす時間を奪うものを知っています。私たちは、日々の生活やすべての物事
を慌ただしく始める前に、まず神を求めることを忘れてはなりません(マタ 6:33)。 

イエスは私たちの状態を理解していますが、私たちの無関心を叱責されます(黙

3:14～22)。イエスは神でありながら、私たちと同じように疲れを感じる人間でもあ
りました(ヨハ 4:6)。私たちと同じように人生の重圧を知っていましたが、1人で父な
る神に祈ることで、しばしば安らぎを得られました(ルカ 5:16、6:12、マコ 1:35、マタ 

14:23)。誘惑と戦う力を再び得るためには、父なる神と過ごす時間こそが最善であ
ることを、イエスは知っておられたのです。それは私たちにとっても、最善、かつ最
も確実な方法です。 

サムソンは、自分が強いと思っていたために堕落しました。彼は、誘惑に打ち勝
つために自分の力に頼ってしまいました。魂の敵が私たちと神との関係を弱め、破
壊しようとする中、私たちも日々罪との戦いに直面します。悪魔は私たちの弱さを
知っており、そこに狙いを定めて神との関係を鈍らせ、罪悪感や自分には価値が
ないという感情を抱かせようとします。これらはすべて私たちを神から遠ざける原
因になります。悪魔は私たちの思考、意図、行動を歪め、人生のどこかに砦を築こ
うとするのです。しかし、忘れないでください。信仰は私たちを支え、信仰は神の
言葉を聞くことによって生まれるのです。 

イザ 59:2 （新共同訳） 
59:2 むしろお前たちの悪が/神とお前た
ちとの間を隔て/お前たちの罪が神の御
顔を隠させ/お前たちに耳を傾けられる
のを妨げているのだ。 

 イザ 59:2 （口語訳） 
59:2 ただ、あなたがたの不義があなたが
たと、あなたがたの神との間を隔てたの
だ。またあなたがたの罪が主の顔をおお
ったために、お聞きにならないのだ。 
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【参考】 英語テキストにある文 
What are you struggling with now? How can the Word of God help you right now? 

今、あなたはどんなことで悩んでいますか。神の言葉は今、どのようにあなたを助け
ることができるでしょうか。 
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士師 14 章 （新共同訳） 
14:1 サムソンはティムナに下って行っ
たが、そのティムナで一人の女、ペリシ
テ人の娘に目をひかれた。 
14:2 彼は父母のところに上って行っ
て、「ティムナで、一人の女、ペリシテ人
の娘に目をひかれました。どうか彼女を
わたしの妻に迎えてください」と言った。 
14:3 父母は言った。「お前の兄弟の娘や
同族の中に、女がいないとでも言うのか。
無割礼のペリシテ人の中から妻を迎えよ
うとは。」だがサムソンは父に、「彼女を
わたしの妻として迎えてください。わた
しは彼女が好きです」と願った。 
 
 
14:4 父母にはこれが主の御計画であり、
主がペリシテ人に手がかりを求めておら
れることが分からなかった。当時、ペリ
シテ人がイスラエルを支配していた。 
 
14:5 サムソンは父母と共に、ティムナに
向けて下って行った。ティムナのぶどう
畑まで来たところ、一頭の若い獅子がほ
えながら向かって来た。 
14:6 そのとき主の霊が激しく彼に降っ
たので、彼は手に何も持たなくても、子
山羊を裂くように獅子を裂いた。しかし、
彼は自分の行ったことを父母には言わな
かった。 
 
14:7 彼は、女のところに下って行って言
葉をかけた。サムソンは彼女が好きであ
った。 
14:8 しばらくして彼は彼女を迎えに戻
って行ったが、あの獅子の屍を見ようと
脇道にそれたところ、獅子の死骸には蜜
蜂の群れがいて、蜜があった。 
14:9 彼は手で蜜をかき集め、歩きながら
食べた。また父母のところに行ってそれ

 士師 14 章 （口語訳） 
14:1 サムソンはテムナに下って行き、ペ
リシテびとの娘で、テムナに住むひとり
の女を見た。 
14:2 彼は帰ってきて父母に言った、「わ
たしはペリシテびとの娘で、テムナに住
むひとりの女を見ました。彼女をめとっ
てわたしの妻にしてください」。 
14:3 父母は言った、「あなたが行って、割
礼をうけないペリシテびとのうちから妻
を迎えようとするのは、身内の娘たちの
うちに、あるいはわたしたちのすべての
民のうちに女がないためなのですか」。し
かしサムソンは父に言った、「彼女をわた
しにめとってください。彼女はわたしの
心にかないますから」。 
14:4 父母はこの事が主から出たもので
あることを知らなかった。サムソンはペ
リシテびとを攻めようと、おりをうかが
っていたからである。そのころペリシテ
びとはイスラエルを治めていた。 
14:5 かくてサムソンは父母と共にテム
ナに下って行った。彼がテムナのぶどう
畑に着くと、一頭の若いししがほえたけ
って彼に向かってきた。 
14:6 時に主の霊が激しく彼に臨んだの
で、彼はあたかも子やぎを裂くようにそ
のししを裂いたが、手にはなんの武器も
持っていなかった。しかしサムソンはそ
のしたことを父にも母にも告げなかっ
た。 
14:7 サムソンは下って行って女と話し
合ったが、女はサムソンの心にかなった。 
 
14:8 日がたって後、サムソンは彼女をめ
とろうとして帰ったが、道を転じて、か
のししのしかばねを見ると、ししのから
だに、はちの群れと、蜜があった。 
14:9 彼はそれをかきあつめ、手にとって
歩きながら食べ、父母のもとに帰って、
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を差し出したので、彼らも食べた。しか
し、その蜜が獅子の死骸からかき集めた
ものだとは言わなかった。 
14:10 父がその女のところに下って来た
とき、サムソンは若者たちの習慣に従い、
宴会を催した。 
 
14:11 サムソンを見て、人々は三十人の
客を連れて来てサムソンと同席させた。 
14:12 サムソンは彼らに言った。「あなた
たちになぞをかけたい。宴会の続く七日
の間にその意味を解き明かし、言い当て
るなら、わたしは麻の衣三十着、着替え
の衣三十着を差し上げる。 
 
 
14:13 もし解き明かせなかったなら、あ
なたたちが麻の衣三十着と、着替えの衣
三十着を差し出すことにしよう。」彼ら
は、「なぞをかけてもらおう。聞こうでは
ないか」と応じた。 
 
14:14 サムソンは言った。「食べる者から
食べ物が出た。強いものから甘いものが
出た。」彼らは三日たっても、このなぞが
解けなかった。 
14:15 七日目になって、彼らはサムソン
の妻に言った。「夫をうまく言いくるめ
て、あのなぞの意味を我々に明かすよう
にしてほしい。さもないと、火を放って
あなたを家族もろとも焼き殺してやる。
まさか、我々からはぎ取るために招待し
たわけではないだろう。」 
 
14:16 サムソンの妻は、夫に泣きすがっ
て言った。「あなたはただわたしを嫌うだ
けで、少しも愛してくださらず、わたし
の同族の者にかけたなぞの意味を、この
わたしにも明かそうとなさいません。」彼
は答えた。「父にも母にも明かしていない
のに、お前に明かすわけがないだろう。」 
 
14:17 宴会が行われた七日間、彼女は夫
に泣きすがった。彼女がしつこくせがん
だので、七日目に彼は彼女に明かしてし
まった。彼女は同族の者にそのなぞを明
かした。 

彼らに与えたので、彼らもそれを食べた。
しかし、ししのからだからその蜜をかき
あつめたことは彼らに告げなかった。 
14:10 そこで父が下って、女のもとに行
ったので、サムソンはそこにふるまいを
設けた。そうすることは花婿のならわし
であったからである。 
14:11 人々はサムソンを見ると、三十人
の客を連れてきて、同席させた。 
14:12 サムソンは彼らに言った、「わたし
はあなたがたに一つのなぞを出しましょ
う。あなたがたがもし七日のふるまいの
うちにそれを解いて、わたしに告げるこ
とができたなら、わたしはあなたがたに
亜麻の着物三十と、晴れ着三十をさしあ
げましょう。 
14:13 しかしあなたがたが、それをわた
しに告げることができなければ、亜麻の
着物三十と晴れ着三十をわたしにくれな
ければなりません」。彼らはサムソンに言
った、「なぞを出しなさい。わたしたちは
それを聞きましょう」。 
14:14 サムソンは彼らに言った、「食らう
者から食い物が出、強い者から甘い物が
出た」。彼らは三日のあいだなぞを解くこ
とができなかった。 
14:15 四日目になって、彼らはサムソン
の妻に言った、「あなたの夫を説きすすめ
て、なぞをわたしたちに明かすようにし
てください。そうしなければ、わたした
ちは火をつけてあなたとあなたの父の家
を焼いてしまいます。あなたはわたした
ちの物を取るために、わたしたちを招い
たのですか」。 
14:16 そこでサムソンの妻はサムソンの
前に泣いて言った、「あなたはただわたし
を憎むだけで、愛してくれません。あな
たはわたしの国の人々になぞを出して、
それをわたしに解き明かしませんでし
た」。サムソンは彼女に言った、「わたし
は自分の父にも母にも解き明かさなかっ
た。どうしてあなたに解き明かせよう」。 
14:17 彼女は七日のふるまいの間、彼の
前に泣いていたが、七日目になって、サ
ムソンはついに彼女に解き明かした。ひ
どく彼に迫ったからである。そこで彼女
はなぞを自分の国の人々にあかした。 
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14:18 七日目のこと、日が沈む前に町の
人々は彼に言った。「蜂蜜より甘いものは
何か/獅子より強いものは何か。」すると
サムソンは言った。「わたしの雌牛で耕さ
なかったなら/わたしのなぞは解けなか
っただろう。」 
14:19 そのとき主の霊が激しく彼に降
り、彼はアシュケロンに下って、そこで
三十人を打ち殺し、彼らの衣をはぎ取っ
て、着替えの衣としてなぞを解いた者た
ちに与えた。彼は怒りに燃えて自分の父
の家に帰った。 
14:20 サムソンの妻は、彼に付き添って
いた友のものとなった。 

14:18 七日目になって、日の没する前に
町の人々はサムソンに言った、「蜜より甘
いものに何があろう。ししより強いもの
に何があろう」。サムソンは彼らに言っ
た、「わたしの若い雌牛で耕さなかったな
ら、わたしのなぞは解けなかった」。 
14:19 この時、主の霊が激しくサムソン
に臨んだので、サムソンはアシケロンに
下って行って、その町の者三十人を殺し、
彼らからはぎ取って、かのなぞを解いた
人々に、その晴れ着を与え、激しく怒っ
て父の家に帰った。 
14:20 サムソンの妻は花婿付添人であっ
た客の妻となった。 

士師 16:1、4、16、17 （新共同訳） 
16:1 サムソンはガザに行き、一人の遊女
がいるのを見て、彼女のもとに入った。 
 
16:4 その後、彼はソレクの谷にいるデリ
ラという女を愛するようになった。 
16:16 来る日も来る日も彼女がこう言っ
てしつこく迫ったので、サムソンはそれ
に耐えきれず死にそうになり、 
16:17 ついに心の中を一切打ち明けた。
「わたしは母の胎内にいたときからナジ
ル人として神にささげられているので、
頭にかみそりを当てたことがない。もし
髪の毛をそられたら、わたしの力は抜け
て、わたしは弱くなり、並の人間のよう
になってしまう。」 

 士師 16:1、4、16、17 （口語訳） 
16:1 サムソンはガザへ行って、そこでひ
とりの遊女を見、その女のところにはい
った。 
16:4 この後、サムソンはソレクの谷にい
るデリラという女を愛した。 
16:16 女は毎日その言葉をもって彼に迫
り促したので、彼の魂は死ぬばかりに苦
しんだ。 
16:17 彼はついにその心をことごとく打
ち明けて女に言った、「わたしの頭にはか
みそりを当てたことがありません。わた
しは生れた時から神にささげられたナジ
ルびとだからです。もし髪をそり落され
たなら、わたしの力は去って弱くなり、
ほかの人のようになるでしょう」。 

マタ 6:33 （新共同訳） 
6:33 何よりもまず、神の国と神の義を求
めなさい。そうすれば、これらのものは
みな加えて与えられる。 

 マタ 6:33 （口語訳） 
6:33 まず神の国と神の義とを求めなさ
い。そうすれば、これらのものは、すべ
て添えて与えられるであろう。 

黙 3:14～22 （新共同訳） 
3:14 ラオディキアにある教会の天使に
こう書き送れ。『アーメンである方、誠実
で真実な証人、神に創造された万物の源
である方が、次のように言われる。 
 
3:15「わたしはあなたの行いを知ってい
る。あなたは、冷たくもなく熱くもない。
むしろ、冷たいか熱いか、どちらかであ
ってほしい。 
3:16 熱くも冷たくもなく、なまぬるいの
で、わたしはあなたを口から吐き出そう
としている。 

 黙 3:14～22 （口語訳） 
3:14 ラオデキヤにある教会の御使に、こ
う書きおくりなさい。『アァメンたる者、
忠実な、まことの証人、神に造られたも
のの根源であるかたが、次のように言わ
れる。 
3:15 わたしはあなたのわざを知ってい
る。あなたは冷たくもなく、熱くもない。
むしろ、冷たいか熱いかであってほしい。 
 
3:16 このように、熱くもなく、冷たくも
なく、なまぬるいので、あなたを口から
吐き出そう。 
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3:17 あなたは、『わたしは金持ちだ。満ち
足りている。何一つ必要な物はない』と
言っているが、自分が惨めな者、哀れな
者、貧しい者、目の見えない者、裸の者
であることが分かっていない。 
 
3:18 そこで、あなたに勧める。裕福にな
るように、火で精錬された金をわたしか
ら買うがよい。裸の恥をさらさないよう
に、身に着ける白い衣を買い、また、見
えるようになるために、目に塗る薬を買
うがよい。 
3:19 わたしは愛する者を皆、叱ったり、
鍛えたりする。だから、熱心に努めよ。
悔い改めよ。 
3:20 見よ、わたしは戸口に立って、たた
いている。だれかわたしの声を聞いて戸
を開ける者があれば、わたしは中に入っ
てその者と共に食事をし、彼もまた、わ
たしと共に食事をするであろう。 
3:21 勝利を得る者を、わたしは自分の座
に共に座らせよう。わたしが勝利を得て、
わたしの父と共にその玉座に着いたのと
同じように。 
3:22 耳ある者は、“霊”が諸教会に告げ
ることを聞くがよい。」』」 

3:17 あなたは、自分は富んでいる。豊か
になった、なんの不自由もないと言って
いるが、実は、あなた自身がみじめな者、
あわれむべき者、貧しい者、目の見えな
い者、裸な者であることに気がついてい
ない。 
3:18 そこで、あなたに勧める。富む者と
なるために、わたしから火で精錬された
金を買い、また、あなたの裸の恥をさら
さないため身に着けるように、白い衣を
買いなさい。また、見えるようになるた
め、目にぬる目薬を買いなさい。 
3:19 すべてわたしの愛している者を、わ
たしはしかったり、懲らしめたりする。
だから、熱心になって悔い改めなさい。 
3:20 見よ、わたしは戸の外に立って、た
たいている。だれでもわたしの声を聞い
て戸をあけるなら、わたしはその中には
いって彼と食を共にし、彼もまたわたし
と食を共にするであろう。 
3:21 勝利を得る者には、わたしと共にわ
たしの座につかせよう。それはちょうど、
わたしが勝利を得てわたしの父と共にそ
の御座についたのと同様である。 
3:22 耳のある者は、御霊が諸教会に言う
ことを聞くがよい』」。 

ヨハ 4:6 （新共同訳） 
4:6 そこにはヤコブの井戸があった。イ
エスは旅に疲れて、そのまま井戸のそば
に座っておられた。正午ごろのことであ
る。 

 ヨハ 4:6 （口語訳） 
4:6 そこにヤコブの井戸があった。イエ
スは旅の疲れを覚えて、そのまま、この
井戸のそばにすわっておられた。時は昼
の十二時ごろであった。  

ルカ 5:16 （新共同訳） 
5:16 だが、イエスは人里離れた所に退い
て祈っておられた。 

 ルカ 5:16 （口語訳） 
5:16 しかしイエスは、寂しい所に退いて
祈っておられた。 

ルカ 6:12 （新共同訳） 
6:12 そのころ、イエスは祈るために山に
行き、神に祈って夜を明かされた。 

 ルカ 6:12 （口語訳） 
6:12 このころ、イエスは祈るために山へ
行き、夜を徹して神に祈られた。 

マコ 1:35 （新共同訳） 
1:35 朝早くまだ暗いうちに、イエスは起
きて、人里離れた所へ出て行き、そこで
祈っておられた。 

 マコ 1:35 （口語訳） 
1:35 朝はやく、夜の明けるよほど前に、
イエスは起きて寂しい所へ出て行き、そ
こで祈っておられた。 

マタ 14:23 （新共同訳） 
14:23 群衆を解散させてから、祈るため
にひとり山にお登りになった。夕方にな
っても、ただひとりそこにおられた。 

 マタ 14:23 （口語訳） 
14:23 そして群衆を解散させてから、祈
るためひそかに山へ登られた。夕方にな
っても、ただひとりそこにおられた。 
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月曜日 5 月 18 日  神との関係における砦 

 
聖書には、私たちと神との関係や、キリストにあって成長することを妨げる障壁

について語るメッセージが数多くあります。パウロとイエスの言葉を考えてみまし
ょう。 

「だから、立っていると思う者は、倒れないように気をつけるがよい」(I コリ 

10:12)。サムソンのように、自己信頼はあなたを倒します。 
「偽善者たちが人からほめられようと……するように、自分の前でラッパを

吹き鳴らしてはならない」〔口語訳「偽善者たちが人にほめられるため……するよう

に、自分の前でラッパを吹きならすな」〕(マタ 6:2)。自分がいかに善良であるかを言
いふらすのは、やめましょう。イエスのように、謙遜になりましょう。 

「しかし、わたしは言っておく。みだらな思いで他人の妻を見る者はだれで
も、既に心の中でその女を犯したのである。もし、右の目があなたをつまずか
せるなら、えぐり出して捨ててしまいなさい」〔口語訳「しかし、わたしはあなたがた

に言う。だれでも、情欲をいだいて女を見る者は、心の中ですでに姦淫をしたのであ

る。もしあなたの右の目が罪を犯させるなら、それを抜き出して捨てなさい」〕(マタ

5:28、29)。心から情欲を取り除くために、何でもしてください。情欲は神との関係
を阻むからです。 

「人を裁くな。あなたがたも裁かれないようにするためである。あなたがた
は、自分の裁く裁きで裁かれ、自分の量る秤で量り与えられる」〔口語訳「人をさ

ばくな。自分がさばかれないためである。あなたがたがさばくそのさばきで、自分もさ

ばかれ、あなたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与えられるであろう」〕(マタ

7:1、2)。他人を批判したり、裁いたりするのは、やめましょう。神は裁き主ですか
ら、神に裁いていただきましょう(I コリ 4:5)。 

「しかし、わたしは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りな
さい」〔口語訳「しかし、わたしはあなたがたに言う。敵を愛し、迫害する者のために祈

れ」〕(マタ 5:44)。敵を憎むのは、やめましょう。ひどい扱いをする人に対して否定的
な感情を抱くと、神との関係にたちまち壁を作ってしまいます。代わりに、敵のため
に祈り始めましょう。そうすることで、神との歩みだけでなく、ほかの人との関係に
もどんな変化が生じるか、確かめてください。 

「しかし、わたしは言っておく。兄弟に腹を立てる者はだれでも裁きを受け
る」〔口語訳「しかし、わたしはあなたがたに言う。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁判

を受けねばならない」〕(マタ 5:22)。もしかしたら、あなたは身近な人をののしる理由
を正当化してきたかもしれません。あなたの怒りは、怒っている相手だけでなく、
神との関係にも、どのような影響を与えているでしょうか。これらは、私たちがつま
ずく原因となるほんの一部です。 
 
問２ イエスは、私たちの手、足、目が私たちに罪を犯させるとき、どうすべきかにつ

いて警告されました。イエスは何について警告しておられたのでしょうか。マル
コ 9:42～48 を読んでください。 
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罪を犯す原因だからといって、手や足を切り落としたり、目をえぐり出したりす
るのは、極端なことです。イエスはあえてそのように語られました。罪と、私たちの
人生におけるその影響力を、それほど深刻に捉えておられたのです。 

62 

Ⅰコリ 10:12 （新共同訳） 
10:12 だから、立っていると思う者は、倒
れないように気をつけるがよい。 

 Ⅰコリ 10:12 （口語訳） 
10:12 だから、立っていると思う者は、倒
れないように気をつけるがよい。 

マタ 6:2 （新共同訳） 
6:2 だから、あなたは施しをするときに
は、偽善者たちが人からほめられようと
会堂や街角でするように、自分の前でラ
ッパを吹き鳴らしてはならない。はっき
りあなたがたに言っておく。彼らは既に
報いを受けている。 

 マタ 6:2 （口語訳） 
6:2 だから、施しをする時には、偽善者た
ちが人にほめられるため会堂や町の中で
するように、自分の前でラッパを吹きな
らすな。よく言っておくが、彼らはその
報いを受けてしまっている。 

マタ 5:28、29 （新共同訳） 
5:28 しかし、わたしは言っておく。みだ
らな思いで他人の妻を見る者はだれで
も、既に心の中でその女を犯したのであ
る。 
5:29 もし、右の目があなたをつまずかせ
るなら、えぐり出して捨ててしまいなさ
い。体の一部がなくなっても、全身が地
獄に投げ込まれない方がましである。 

 マタ 5:28、29 （口語訳） 
5:28 しかし、わたしはあなたがたに言
う。だれでも、情欲をいだいて女を見る
者は、心の中ですでに姦淫をしたのであ
る。 
5:29 もしあなたの右の目が罪を犯させ
るなら、それを抜き出して捨てなさい。
五体の一部を失っても、全身が地獄に投
げ入れられない方が、あなたにとって益
である。 

マタ 7:1、2 （新共同訳） 
7:1「人を裁くな。あなたがたも裁かれな
いようにするためである。 
7:2 あなたがたは、自分の裁く裁きで裁
かれ、自分の量る秤で量り与えられる。 

 マタ 7:1、2 （口語訳） 
7:1 人をさばくな。自分がさばかれない
ためである。 
7:2 あなたがたがさばくそのさばきで、
自分もさばかれ、あなたがたの量るその
はかりで、自分にも量り与えられるであ
ろう。 

Ⅰコリ 4:5 （新共同訳） 
4:5 ですから、主が来られるまでは、先走
って何も裁いてはいけません。主は闇の
中に隠されている秘密を明るみに出し、
人の心の企てをも明らかにされます。そ
のとき、おのおのは神からおほめにあず
かります。 

 Ⅰコリ 4:5 （口語訳） 
4:5 だから、主がこられるまでは、何事に
ついても、先走りをしてさばいてはいけ
ない。主は暗い中に隠れていることを明
るみに出し、心の中で企てられているこ
とを、あらわにされるであろう。その時
には、神からそれぞれほまれを受けるで
あろう。 

マタ 5:44 （新共同訳） 
5:44 しかし、わたしは言っておく。敵を
愛し、自分を迫害する者のために祈りな
さい。 

 マタ 5:44 （口語訳） 
5:44 しかし、わたしはあなたがたに言
う。敵を愛し、迫害する者のために祈れ。 

マタ 5:22 （新共同訳） 
5:22 しかし、わたしは言っておく。兄弟
に腹を立てる者はだれでも裁きを受け

 マタ 5:22 （口語訳） 
5:22 しかし、わたしはあなたがたに言
う。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁
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る。兄弟に『ばか』と言う者は、最高法
院に引き渡され、『愚か者』と言う者は、
火の地獄に投げ込まれる。 

判を受けねばならない。兄弟にむかって
愚か者と言う者は、議会に引きわたされ
るであろう。また、ばか者と言う者は、
地獄の火に投げ込まれるであろう。 

マコ 9:42～48 （新共同訳） 
9:42「わたしを信じるこれらの小さな者
の一人をつまずかせる者は、大きな石臼
を首に懸けられて、海に投げ込まれてし
まう方がはるかによい。 
9:43 もし片方の手があなたをつまずか
せるなら、切り捨ててしまいなさい。両
手がそろったまま地獄の消えない火の中
に落ちるよりは、片手になっても命にあ
ずかる方がよい。 
9:44† 
 
9:45 もし片方の足があなたをつまずか
せるなら、切り捨ててしまいなさい。両
足がそろったままで地獄に投げ込まれる
よりは、片足になっても命にあずかる方
がよい。 
9:46† 
 
9:47 もし片方の目があなたをつまずか
せるなら、えぐり出しなさい。両方の目
がそろったまま地獄に投げ込まれるより
は、一つの目になっても神の国に入る方
がよい。 
9:48 地獄では蛆が尽きることも、火が消
えることもない。 

 マコ 9:42～48 （口語訳） 
9:42 また、わたしを信じるこれらの小さ
い者のひとりをつまずかせる者は、大き
なひきうすを首にかけられて海に投げ込
まれた方が、はるかによい。 
9:43 もし、あなたの片手が罪を犯させる
なら、それを切り捨てなさい。両手がそ
ろったままで地獄の消えない火の中に落
ち込むよりは、片手になって命に入る方
がよい。 
9:44〔地獄では、うじがつきず、火も消
えることがない。〕 
9:45 もし、あなたの片足が罪を犯させる
なら、それを切り捨てなさい。両足がそ
ろったままで地獄に投げ入れられるより
は、片足で命に入る方がよい。 
 
9:46〔地獄では、うじがつきず、火も消
えることがない。〕 
9:47 もし、あなたの片目が罪を犯させる
なら、それを抜き出しなさい。両眼がそ
ろったままで地獄に投げ入れられるより
は、片目になって神の国に入る方がよい。 
 
9:48 地獄では、うじがつきず、火も消え
ることがない。 

 

火曜日 5 月 26 日   律法 

 
問３ クリスチャンでない人に、あなたは罪をどのように定義し、説明しますか。聖書は

罪をどのように説明していますか。ローマ 3:20とⅠヨハネ 3:4を読んでください。 
 

罪とは、神の律法に背くことであり〔口語訳：罪は不法である〕(I ヨハ 3:4)、罪はまた、
私たちの本性に深く根ざしています(詩編 51:7〔口語訳 詩篇 51:5)、エレ 17:9)。ですか
ら、罪の本質を明らかにするのは律法です。律法は、眼鏡をかけて周りのものをはっ
きりと見えるようにしたり、鏡を使って自分の本当の姿を映し出したりするようなもの
です。律法は私たちの人生と品性に明確さと確信をもたらすと同時に、神の品性と神
にとって何が大切であるかを教えてくれます。 

十戒(出 20:3～17)は、神ご自身の指によって記されました。イエスはその重要性を
次のように繰り返し教えられました。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を
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尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。』第二の掟は、これである。『隣人を自分
のように愛しなさい。』この二つにまさる掟はほかにない」〔口語訳「『心をつくし、精神を

つくし、思いをつくし、力をつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。第二はこれである、『自分

を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。これより大事ないましめは、ほかにない」〕(マコ

12:30、31)。そして、こう付け加えました。「律法全体と預言者は、この二つの掟に基
づいている」〔口語訳「これらの二つのいましめに、律法全体と預言者とが、かかっている」〕

(マタ 22:40) 

シナイ山でイスラエルの人々に、また今日の私たちにも語られた神の言葉は(ヘブ

1:1、2)、律法は関係性に関するものであることを教えています。神は、私たちと神と
の関係、また私たちとほかの人との関係を守るための安全装置として律法を与えら
れました。しかし、サタンは神の律法の美しさを歪め、ある人々は律法を重荷と見て
います。聖書は、「神を愛するとは、神の掟を守ることです。神の掟は難しいものでは
ありません」〔口語訳「神を愛するとは、すなわち、その戒めを守ることである。そして、その戒

めはむずかしいものではない」〕(I ヨハ 5:3)と述べていますが、律法には、愛や自由より
も、しばしば律法主義が付きまとうのです。 

 

（１） 1 から 5 の尺度で答えるとして、生ける御言葉(とその一部である律法)は、あなた
にとってどれほど貴重ですか。 
（２） 神の律法について考えるとき、それはあなたを束縛するものですか。それとも、
強めるものですか。もし前者に当てはまる場合、どうしたら律法をもっと深く理解で
きるでしょうか。 
（３） 神とほかの人への愛という神の律法が、もしあなたの人生、家族、教会の中心に
据えられたら、何が起こるでしょうか。あなたの人生と人間関係は、どのように変わ
るでしょうか。 

63 

ロマ 3:20 （新共同訳） 
3:20 なぜなら、律法を実行することによ
っては、だれ一人神の前で義とされない
からです。律法によっては、罪の自覚し
か生じないのです。 

 ロマ 3:20 （口語訳） 
3:20 なぜなら、律法を行うことによって
は、すべての人間は神の前に義とせられ
ないからである。律法によっては、罪の
自覚が生じるのみである。 

Ⅰヨハ 3:4 （新共同訳） 
3:4 罪を犯す者は皆、法にも背くのです。
罪とは、法に背くことです。 

 Ⅰヨハ 3:4 （口語訳） 
3:4 べて罪を犯す者は、不法を行う者で
ある。罪は不法である。 

詩 51:7 （新共同訳） 
51:7 わたしは咎のうちに産み落とされ/
母がわたしを身ごもったときも/わたし
は罪のうちにあったのです。 

 詩 51:5 （口語訳） 
51:5 見よ、わたしは不義のなかに生れま
した。わたしの母は罪のうちにわたしを
みごもりました。 

エレ 17:9 （新共同訳） 
17:9 人の心は何にもまして、とらえ難く
病んでいる。誰がそれを知りえようか。 

 エレ 17:9 （口語訳） 
17:9 心はよろずの物よりも偽るもので、
はなはだしく悪に染まっている。だれが
これを、よく知ることができようか。 
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出 20:3～17 （新共同訳） 
20:3 あなたには、わたしをおいてほかに
神があってはならない。 
20:4あなたはいかなる像も造ってはなら
ない。上は天にあり、下は地にあり、ま
た地の下の水の中にある、いかなるもの
の形も造ってはならない。 
 
20:5あなたはそれらに向かってひれ伏し
たり、それらに仕えたりしてはならない。
わたしは主、あなたの神。わたしは熱情
の神である。わたしを否む者には、父祖
の罪を子孫に三代、四代までも問うが、 
20:6 わたしを愛し、わたしの戒めを守る
者には、幾千代にも及ぶ慈しみを与える。 
 
20:7 あなたの神、主の名をみだりに唱え
てはならない。みだりにその名を唱える
者を主は罰せずにはおかれない。 
 
20:8安息日を心に留め、これを聖別せよ。 
20:9 六日の間働いて、何であれあなたの
仕事をし、 
20:10 七日目は、あなたの神、主の安息日
であるから、いかなる仕事もしてはなら
ない。あなたも、息子も、娘も、男女の奴
隷も、家畜も、あなたの町の門の中に寄
留する人々も同様である。 
20:11 六日の間に主は天と地と海とそこ
にあるすべてのものを造り、七日目に休
まれたから、主は安息日を祝福して聖別
されたのである。 
20:12 あなたの父母を敬え。そうすれば
あなたは、あなたの神、主が与えられる
土地に長く生きることができる。 
20:13 殺してはならない。 
20:14 姦淫してはならない。 
20:15 盗んではならない。 
20:16隣人に関して偽証してはならない。 
 
20:17 隣人の家を欲してはならない。隣
人の妻、男女の奴隷、牛、ろばなど隣人
のものを一切欲してはならない。」 

 出 20:3～17 （口語訳） 
20:3 あなたはわたしのほかに、なにもの
をも神としてはならない。 
20:4 あなたは自分のために、刻んだ像を
造ってはならない。上は天にあるもの、
下は地にあるもの、また地の下の水のな
かにあるものの、どんな形をも造っては
ならない。 
20:5 それにひれ伏してはならない。それ
に仕えてはならない。あなたの神、主で
あるわたしは、ねたむ神であるから、わ
たしを憎むものは、父の罪を子に報いて、
三、四代に及ぼし、 
20:6 わたしを愛し、わたしの戒めを守る
ものには、恵みを施して、千代に至るで
あろう。 
20:7 あなたは、あなたの神、主の名を、
みだりに唱えてはならない。主は、み名
をみだりに唱えるものを、罰しないでは
置かないであろう。 
20:8 安息日を覚えて、これを聖とせよ。 
20:9六日のあいだ働いてあなたのすべて
のわざをせよ。 
20:10 七日目はあなたの神、主の安息で
あるから、なんのわざをもしてはならな
い。あなたもあなたのむすこ、娘、しも
べ、はしため、家畜、またあなたの門の
うちにいる他国の人もそうである。 
20:11 主は六日のうちに、天と地と海と、
その中のすべてのものを造って、七日目
に休まれたからである。それで主は安息
日を祝福して聖とされた。 
20:12 あなたの父と母を敬え。これは、あ
なたの神、主が賜わる地で、あなたが長
く生きるためである。 
20:13 あなたは殺してはならない。 
20:14 あなたは姦淫してはならない。 
20:15 あなたは盗んではならない。 
20:16 あなたは隣人について、偽証して
はならない。 
20:17 あなたは隣人の家をむさぼっては
ならない。隣人の妻、しもべ、はしため、
牛、ろば、またすべて隣人のものをむさ
ぼってはならない」。 

マコ 12:30、31 （新共同訳） 
12:30 心を尽くし、精神を尽くし、思いを
尽くし、力を尽くして、あなたの神であ

 マコ 12:30、31 （口語訳） 
12:30 心をつくし、精神をつくし、思いを
つくし、力をつくして、主なるあなたの
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る主を愛しなさい。』 
12:31 第二の掟は、これである。『隣人を
自分のように愛しなさい。』この二つに
まさる掟はほかにない。」 

神を愛せよ』。 
12:31 第二はこれである、『自分を愛する
ようにあなたの隣り人を愛せよ』。これ
より大事ないましめは、ほかにない」。 

マタ 22:40 （新共同訳） 
22:40 律法全体と預言者は、この二つの
掟に基づいている。」 

 マタ 22:40 （口語訳） 
22:40 これらの二つのいましめに、律法
全体と預言者とが、かかっている」。 

ヘブ 1:1、2 （新共同訳） 
1:1 神は、かつて預言者たちによって、多
くのかたちで、また多くのしかたで先祖
に語られたが、 
1:2 この終わりの時代には、御子によっ
てわたしたちに語られました。神は、こ
の御子を万物の相続者と定め、また、御
子によって世界を創造されました。 

 ヘブ 1:1、2 （口語訳） 
1:1 神は、むかしは、預言者たちにより、
いろいろな時に、いろいろな方法で、先
祖たちに語られたが、 
1:2 この終りの時には、御子によって、わ
たしたちに語られたのである。神は御子
を万物の相続者と定め、また、御子によ
って、もろもろの世界を造られた。 

Ⅰヨハ 5:3 （新共同訳） 
5:3 神を愛するとは、神の掟を守ること
です。神の掟は難しいものではありませ
ん。 

 Ⅰヨハ 5:3 （口語訳） 
5:3 神を愛するとは、すなわち、その戒め
を守ることである。そして、その戒めは
むずかしいものではない。 

 

水曜日 5 月 27 日  律法と福音 

 

イエスご自身が、ご自分と律法との関係をとても力強く、簡潔に説明されました。 

 
問４ マタイ 5:17、18 で、イエスは律法について何と言われましたか。 

 

親がわが子に対して持つ境界線が、その親の価値観を明らかにするのと同じよ
うに、神の律法は、神の品性と、神にとって何が大切であるかを私たちに教えてい
ます。神は、私たちが神にあって成長するにつれて、ご自分の律法が私たちの人
生のあらゆる面を導くことを知っていて、私たちと神との関係や人間同士の関係
を守るために、律法を与えられました。結局のところ、律法を破ることである罪が
私たち１人ひとりにもたらした恐ろしい結果を経験したことのない人がいるでしょう
か。 

律法の中心にあるのは、イエスに対する愛です。「あなたがたは、わたしを愛し
ているならば、わたしの掟を守る」〔口語訳「もしあなたがたがわたしを愛するならば、わ

たしのいましめを守るべきである」〕(ヨハ 14:15)と、イエスは言われました。私たちが心
からイエスを愛するなら、自然と神の律法を守らざるをえなくなります。神の律法
をはっきりと理解するなら、私たちはイエスをさらに愛さざるをえないと感じます。
そして、さらに重要なのは、十字架とキリストの身代わりの死を常に目の前におく
ことが、神への愛を育む最良の方法だということです。 

だからこそ、福音は律法と密接に結びついています。つまり、私たちが律法とそ
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れを守ることの重要性をどれほど信じていても、神の前での私たちの法的な立場
という点においては、律法は罪を宣告するだけであることを常に覚えておかなけ
ればなりません。律法は、赦すことも、義とすることも、あがなうことも決してありま
せん。むしろ律法は、なぜ私たちが赦される必要があるのか、なぜ義とされる必要
があるのか、なぜあがなわれる必要があるのかを指摘します。だからこそ、律法と
共に、私たちの律法理解の根底にさえ、福音、すなわち私たちの身代わりとしての
キリストの死があるのです。それは、律法では決してなしえないこと、つまり神の前
に私たちを義とすることを成し遂げるのです。 

 

次の聖句を読んでください(ロマ 3:28、4:13～16、ガラ 2:16、3:13、フィリ〔ピリ〕3:9)。
これらの聖句は、私たちが律法主義に陥ることなく律法を守るために、どんなこと
を教えていますか。 

64 

マタ 5:17、18 （新共同訳） 
5:17「わたしが来たのは律法や預言者を
廃止するためだ、と思ってはならない。
廃止するためではなく、完成するためで
ある。 18 はっきり言っておく。すべての
ことが実現し、天地が消えうせるまで、
律法の文字から一点一画も消え去ること
はない。 

 マタ 5:17、18 （口語訳） 
5:17わたしが律法や預言者を廃するため
にきた、と思ってはならない。廃するた
めではなく、成就するためにきたのであ
る。 18 よく言っておく。天地が滅び行く
までは、律法の一点、一画もすたること
はなく、ことごとく全うされるのである。 

ヨハ 14:15 （新共同訳） 
14:15「あなたがたは、わたしを愛してい
るならば、わたしの掟を守る。 

 ヨハ 14:15 （口語訳） 
14:15 もしあなたがたがわたしを愛する
ならば、わたしのいましめを守るべきで
ある。 

ロマ 3:28 （新共同訳） 
3:28 なぜなら、わたしたちは、人が義と
されるのは律法の行いによるのではな
く、信仰によると考えるからです。 

 ロマ 3:28 （口語訳） 
3:28 わたしたちは、こう思う。人が義と
されるのは、律法の行いによるのではな
く、信仰によるのである。 

ロマ 4:13～16 （新共同訳） 
4:13神はアブラハムやその子孫に世界を
受け継がせることを約束されたが、その
約束は、律法に基づいてではなく、信仰
による義に基づいてなされたのです。 14
律法に頼る者が世界を受け継ぐのであれ
ば、信仰はもはや無意味であり、約束は
廃止されたことになります。 15 実に、律
法は怒りを招くものであり、律法のない
ところには違犯もありません。16 従っ
て、信仰によってこそ世界を受け継ぐ者
となるのです。恵みによって、アブラハ
ムのすべての子孫、つまり、単に律法に
頼る者だけでなく、彼の信仰に従う者も、
確実に約束にあずかれるのです。彼はわ

 ロマ 4:13～16 （口語訳） 
4:13 なぜなら、世界を相続させるとの約
束が、アブラハムとその子孫とに対して
なされたのは、律法によるのではなく、
信仰の義によるからである。 14 もし、律
法に立つ人々が相続人であるとすれば、
信仰はむなしくなり、約束もまた無効に
なってしまう。 15 いったい、律法は怒り
を招くものであって、律法のないところ
には違反なるものはない。 16 このよう
なわけで、すべては信仰によるのである。
それは恵みによるのであって、すべての
子孫に、すなわち、律法に立つ者だけに
ではなく、アブラハムの信仰に従う者に
も、この約束が保証されるのである。ア
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たしたちすべての父です。 ブラハムは、神の前で、わたしたちすべ
ての者の父であって、 

ガラ 2:16 （新共同訳） 
2:16けれども、人は律法の実行ではなく、
ただイエス・キリストへの信仰によって
義とされると知って、わたしたちもキリ
スト・イエスを信じました。これは、律
法の実行ではなく、キリストへの信仰に
よって義としていただくためでした。な
ぜなら、律法の実行によっては、だれ一
人として義とされないからです。 

 ガラ 2:16 （口語訳） 
2:16人の義とされるのは律法の行いによ
るのではなく、ただキリスト・イエスを
信じる信仰によることを認めて、わたし
たちもキリスト・イエスを信じたのであ
る。それは、律法の行いによるのではな
く、キリストを信じる信仰によって義と
されるためである。なぜなら、律法の行
いによっては、だれひとり義とされるこ
とがないからである。 

ガラ 3:13 （新共同訳） 
3:13 キリストは、わたしたちのために呪
いとなって、わたしたちを律法の呪いか
ら贖い出してくださいました。「木にかけ
られた者は皆呪われている」と書いてあ
るからです。 

 ガラ 3:13 （口語訳） 
3:13 キリストは、わたしたちのためにの
ろいとなって、わたしたちを律法ののろ
いからあがない出して下さった。聖書
に、「木にかけられる者は、すべてのろわ
れる」と書いてある。 

フィリ 3:9 （新共同訳） 
3:9 キリストの内にいる者と認められる
ためです。わたしには、律法から生じる
自分の義ではなく、キリストへの信仰に
よる義、信仰に基づいて神から与えられ
る義があります。 

 ピリ 3:9 （口語訳） 
3:9 律法による自分の義ではなく、キリ
ストを信じる信仰による義、すなわち、
信仰に基く神からの義を受けて、キリス
トのうちに自分を見いだすようになるた
めである。 

 

木曜日 5 月 28 日  知ること 「と」 行うこと 

 
山上の説教の中で、イエスは関係——ご自身と私たちの関係や人間同士の関

係——について多く語っておられます。メッセージの終わりのほうで、彼が言われ
たことは、非常に痛烈です。「わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う者が皆、天の
国に入るわけではない。わたしの天の父の御心を行う者だけが入るのである」〔口
語訳「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天に

いますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」〕(マタ 7:21)。 
イエスは、ある人たちは主を呼び求め、明らかに主について知っているにもか

かわらず、実際には主を知らないことがあると説明しておられます。言うまでもな
く、知識を求めることは重要です。聖書は、神についての知識の欠如や、神につい
ての知識を拒絶したために、神の民が滅ぼされる可能性があると教えています(ホ

セ4:1、6、10)。私たちは、時代を超えた聖書の真理の重要性を決して軽視すべきで
はありません。しかし、そのような知識が私たちを変え、神への献身と神との歩み
を深めなければ、それは何の役にも立ちません。 

「永遠の命とは、唯一のまことの神であるあなたと、あなたのお遣わしになったイ
エス·キリストを知ることです」〔口語訳「永遠の命とは、唯一の、まことの神でいますあな

たと、また、あなたがつかわされたイエス・キリストとを知ることであります」〕(ヨハ 17:3)。天
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国に入るための前提条件は、神の御心を行い、最終的には神を知ることである
と、イエスは言われました。なぜなら、神を知らずして神の御心を行うことはできな
いからです。これは決定的な要素であり、理にかなった期待です。もしあなたの子
どもがあなたを愛していると言い、あなたが頼むことをしてくれるなら、その行動
は、あなたへの愛と尊敬の深さをあらわしています。同様に、私たちも神を愛する
なら、神の御心を行いたいと思うでしょう。なぜなら、それが私たちにとって最も良
いことだと知っているからです！神への私たちの応答、またあふれ出る愛として神
に従うことが、神と私たちの関係の本質を示すのです。 

 
問５ 山上の説教を締めくくる際に、イエスは痛烈な最後の挑戦を聞き手に残されま

した。それはどんな挑戦でしたか(マタ 7:24～29 参照)。 

 

イエスのメッセージを心から聞くとき、私たちは挑戦を受け、変化せずにはいら
れません。しかし、そのためにはまず、私たちの耳が開かれ、心が受容的でなけれ
ばなりません。そうなってこそ、神との親密な関係の中で生きるための青写真が、
呼吸するたびに私たちの魂に刻み込まれるのです。私たちの人生は、岩なる神と、
私たちのための神の完璧な計画の上に築かれます。 

この親しい関係の青写真は、秘密ではありません。それは神の霊感を受けた御
言葉の中に明らかにされており、神はそれをすべての人に示しておられます。 

65 

マタ 7:21 （新共同訳） 
7:21「わたしに向かって、『主よ、主よ』
と言う者が皆、天の国に入るわけではな
い。わたしの天の父の御心を行う者だけ
が入るのである。 

 マタ 7:21 （口語訳） 
7:21 わたしにむかって『主よ、主よ』と
言う者が、みな天国にはいるのではなく、
ただ、天にいますわが父の御旨を行う者
だけが、はいるのである。 

ホセ 4:1、6、10 （新共同訳） 
4:1 主の言葉を聞け、イスラエルの人々
よ。主はこの国の住民を告発される。こ
の国には、誠実さも慈しみも/神を知るこ
ともないからだ。 
4:6 わが民は知ることを拒んだので沈黙
させられる。お前が知識を退けたので/わ
たしもお前を退けて/もはや、わたしの祭
司とはしない。お前が神の律法を忘れた
ので/わたしもお前の子らを忘れる。 
 
4:10彼らは食べても飽き足りることなく 
淫行にふけっても/子孫を増やすことが
できない。彼らは淫行を続け/主を捨て、
聞き従おうとしなかったからだ。 

 ホセ 4:1、6、10 （口語訳） 
4:1 イスラエルの人々よ、主の言葉を聞
け。主はこの地に住む者と争われる。こ
の地には真実がなく、愛情がなく、また
神を知ることもないからである。 
4:6 わたしの民は知識がないために滅ぼ
される。あなたは知識を捨てたゆえに、
わたしもあなたを捨てて、わたしの祭司
としない。あなたはあなたの神の律法を
忘れたゆえに、わたしもまたあなたの子
らを忘れる。 
4:10 彼らは食べても飽くことなく、淫行
をなしてもその数を増すことがない。彼
らは主を捨てて、淫行を愛したからであ
る。 

ヨハ 17:3 （新共同訳） 
17:3 永遠の命とは、唯一のまことの神で
あられるあなたと、あなたのお遣わしに

 ヨハ 17:3 （口語訳） 
17:3 永遠の命とは、唯一の、まことの神
でいますあなたと、また、あなたがつか
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なったイエス・キリストを知ることです。 わされたイエス・キリストとを知ること
であります。 

マタ 7:24～29 （新共同訳） 
7:24「そこで、わたしのこれらの言葉を
聞いて行う者は皆、岩の上に自分の家を
建てた賢い人に似ている。 
7:25 雨が降り、川があふれ、風が吹いて
その家を襲っても、倒れなかった。岩を
土台としていたからである。 
7:26わたしのこれらの言葉を聞くだけで
行わない者は皆、砂の上に家を建てた愚
かな人に似ている。 
 
7:27 雨が降り、川があふれ、風が吹いて
その家に襲いかかると、倒れて、その倒
れ方がひどかった。」 
7:28 イエスがこれらの 
言葉を語り終えられると、群衆はその教
えに非常に驚いた。 
7:29 彼らの律法学者のようにではなく、
権威ある者としてお教えになったからで
ある。 

 マタ 7:24～29 （口語訳） 
7:24 それで、わたしのこれらの言葉を聞
いて行うものを、岩の上に自分の家を建
てた賢い人に比べることができよう。 
7:25 雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹
いてその家に打ちつけても、倒れること
はない。岩を土台としているからである。 
7:26 また、わたしのこれらの言葉を聞い
ても行わない者を、砂の上に自分の家を
建てた愚かな人に比べることができよ
う。 
7:27 雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹
いてその家に打ちつけると、倒れてしま
う。そしてその倒れ方はひどいのであ
る」。 
7:28イエスがこれらの言を語り終えられ
ると、群衆はその教にひどく驚いた。 
7:29それは律法学者たちのようにではな
く、権威ある者のように、教えられたか
らである。 

 

金曜日 5 月 29 日  さらなる研究 

 

サタンが神に対して行った究極の挑戦が律法についてであったことを考える
と、律法という主題がこれほど歪められ、誤解されることがあっても、驚くに当たり
ません。 
イエスの時代に、彼は律法を廃止するために来られたのだと考える人たちがい

ましたが、それはまったくの誤りでした。イエスは律法と神のすばらしい品性に光
を当て、それを完成するために来られました(マタ 5:17、18)。それは、神がどんなお
方であるかを私たちに示すためでした。 
「人々の心の中に神の聖なる言葉に対する尊敬があってこそ、初めて彼らは神

の御心を達成することを望むことができるのであった。ダビデの治世とソロモンの
治世の初期にイスラエルに力を与えたのは、神の律法が尊ばれていたからであっ
た。また、エリヤやヨシヤの時代に改革が行われたのも、生ける言葉に対する信仰
によってであった」(『希望への光』 562 ページ、『国と指導者』 第 38 章)。 
 

話し合いのための質問 

① 世俗文化は罪をどのように見ていますか。私たちの教会はどう対応すべきでしょ
うか。 
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② 神との関係や他者との関係を罪がどのように破壊するか、あなたはいつ直接目
にしましたか。 

③ あなたの人生において、神の律法に従うことは容易でしたか。それとも、困難で
したか。そのことに影響を与えた要因は何ですか。 

④ セブンスデー·アドベンチストとして、その名が示すとおり、律法を真剣に受け止
めている私たちは、律法主義の罠、つまり救われるために律法を守ることに頼る
という罠を、どうすれば避けることができますか(想像してみてください。裁きの日

に、あなたのすべての罪が聖なる完全な神の前で裁かれるとき、あなたは何に頼るでしょ

うか。あなたが律法を守ったことでしょうか。それとも、あなた自身の義ではなくイエスの

完全な義に頼ることでしょうか)。 

⑤ 知識(あるいは、知識の欠如)は、神との関係にどんな影響を与えますか(箴言 24:3、

13、14参照)。 

話し合いのためのヒント : 私たちの人生は罪に染まっており、罪は私たちを神
から引き離します。しかし神は、私たちが思いを尽くし、心を尽くし、精神を尽く
し、力を尽くして神を知り、愛するように招いておられます。私たちがそうする
なら、自然と他者への愛も深まります。神の律法は神の品性を美しく反映してお
り、私たちがこの律法を理解するなら、私たちと神との関係は、より強くなりま
す。 

66 

マタ 5:17、18 （新共同訳） 
5:17「わたしが来たのは律法や預言者を
廃止するためだ、と思ってはならない。
廃止するためではなく、完成するためで
ある。 
5:18 はっきり言っておく。すべてのこと
が実現し、天地が消えうせるまで、律法
の文字から一点一画も消え去ることはな
い。 

 マタ 5:17、18 （口語訳） 
5:17わたしが律法や預言者を廃するため
にきた、と思ってはならない。廃するた
めではなく、成就するためにきたのであ
る。 
5:18 よく言っておく。天地が滅び行くま
では、律法の一点、一画もすたることは
なく、ことごとく全うされるのである。 

箴 24:3、13、14 （新共同訳） 
24:3 家は知恵によって築かれ、英知によ
って固く立つ。 
24:13 わが子よ、蜜を食べてみよ、それは
美味だ。滴る蜜は口に甘い。 
 
24:14 そのように、魂にとって知恵は美
味だと知れ。それを見いだすなら、確か
に未来はある。あなたの希望が断たれる
ことはない。 

 箴 24:3、13、14 （口語訳） 
24:3 家は知恵によって建てられ、悟りに
よって堅くせられ、 
24:13 わが子よ、蜜を食べよ、これは良い
ものである、また、蜂の巣のしたたりは
あなたの口に甘い。 
24:14 知恵もあなたの魂にはそのようで
あることを知れ。それを得るならば、か
ならず報いがあって、あなたの望みは、
すたらない。 

 


